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Cs-137濃度の高い表層 5cmの土壌が，重機によりはぎ取られ，粒径の粗い花崗岩質の山砂が客土された除染

活動が福島県の土壌侵食にどのような影響を与えているか解明し，モデルを用いて山木屋地区における Cs-

137流出量を算出することを目的とする． 
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1. 緒言 

福島県川俣町山木屋地区は，2011年に発生した福島第一原子力発電所事故の影響で特別除染地域に設定さ

れ，2014年に除染活動が行われた．除染活動では，Cs-137濃度の高い表層 5cmの土壌が，重機によりはぎ取

られ，粒径の粗い花崗岩質の山砂が客土された．土砂のソースである斜面からの土砂流出に伴う Cs-137の移

行量は耕作地，森林斜面，草地斜面いずれにおいても有意な減少傾向が見られないため，長期的に影響をも

たらす可能性がある．除染活動が福島県の土壌侵食にどのような影響を与えているか解明し，モデルを用い

て山木屋地区における Cs-137流出量を算出することを目的とする． 

 

2. 方法 

本研究は，除染地である福島県伊達郡川俣町山木屋地区の USLE型プロット（長さ 22.13 m × 幅 5m）と降

雨実験における観測により，プロットスケールの Cs-137・土砂移動プロセスを解明し，山木屋地区全域へ適

用し，Cs-137流出量を算出した．プロット下端で表面流出・土砂流出の観測をおこない，Cs-137濃度と土砂

流出量を測定した．地表面変化は Unmanned Aerial Vehicle – Structure from Motion (UAV-SfM) によって得られ

た 3Dデータから計算した．さらに，RFID （Radio Frequency IDentification）タグを用いた土砂移動プロセス

観測を行った． 

 

3. 結論 

除染後にCs-137流出の多い地域が示され，除染活動の影響を空間的に把握することができるようになった． 
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